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◆トラブルがなかったら出会いはなかった人

「こうすれば成功する…」というコンサルタントや
先生方による多くの著書や講演が、いまでも新聞や雑
誌の広告面を飾っていますが、私の事務所に相談しに
いらっしゃる社長のお話しでは、ほとんどのご縁がな
いと云っておられます。

会社が危機的な状況にあって、「明日の支払いをど
うしようか…」と東奔西走しておられる経営者には、
「成功へのサクセス・ストーリー」や「成功ノウハウ」
や「成功するための精神論」よりも、今、どうしたら
この危機を乗り越えられるかということが、最重要課
題なのです。

経済的に余裕のある企業や社長のまわりには、多く
の人が集まってくるのはどの時代も同じです。
「どうすればこの社長のように成功できるのか…」

という人もいれば、「どうしたらこの会社と取引がで
きるだろうか…」や「こんな事業に投資してみませんか…」
など、群がってくる人の思惑はそれぞれに違いはあれ、何
らかの恩恵にあずからんという期待があることは明々白々
のことなのです。
しかし…、ひとたび経営危機に陥るとなると、昨日まで

群がっていた人々も、まるで潮が引くようにサーッと遠ざ
かってしまい、孤独になった貧乏社長の辛い想いに、耳を
傾けてくれる人はほとんどいなくなってしまいます。
妻からさえも「自業自得よ…！」「私はそうなると思っ

ていたのよ…」などと冷たく突き放され、栄枯盛衰の落差
をしみじみと感じることになるのです。

それがどんな状況なのか「リスク・カウンセラー」には
十分すぎるほど理解できるのです。人と人との出会いのキッ
カケは、どんな時にどんな人と出会えたかによって、その
人の人生が大きく変わっていくということを、たくさん事
例から学ばせていただきました。

◆出会ったクライアントは神様なのです

当然ですが、成功した人には人間的にも素晴らしく、社
会的にも高い信望を得て、多くの人々に目には見えない
「ミラクルパワー」を降り注ぎ、社会的弱者を何気なく救
済している意味で「神様」のような慈愛に満ちた著名な方
もいらっしゃいます。

でも、私の事務所にいらっしゃる経営者の方々は、
『トラブルがあったからこそ出会えた縁』で知り合うこと
になり、たくさんの人間模様余を学ばせていただくものが
多く、リスクカウンセラーから見ると、まさに神様に出会
えたようなものだと思っています。
それは仰ぎ見るような大きな神様ではなく、同じ目線の

位置にいらっしゃり、しかも自分と等身大の神様なのです

から、一挙手一投足を目の当たりにしているので、心
に響いてくるものが感じられるのです。
その神様は、いろいろなことを学ばせて下さいます。

経営危機を招くことになった「原因と結果」と言う
ように、具体的な事象として示してくれる場合もあり
ます。
会社の事業内容についてはお訊ねすると、それは経

営者が一番詳しくご存じなことなので、活き活きと話
して下さいますし、業種や事業形態によって異なる微
妙な違いは別として、社長のお話しからかなりのこと
を教えられることがしばしばあります。
ときには、会話がはずみ少しずつ本音を話せるよう

になってくると、幹部社員や一般社員のことが話題に
のぼります。でも、『敗軍の将、兵を語らず』と口を
閉ざす人もいますが、本当はそこの部分を一番話した
いのであって、上手に聞き出してあげると堰を切った
ように、役員会の様子や社員の不祥事など、次々と問
題の状況が語られます。

話すだけ話すと「今更そんなこと言っても仕方ないです
よね。要するに全ては私の責任なのですから…」と、自分
自身でその話題を締めくくるのです。
そんな時の社長の顔は、自分の立場を悟ったようで、ま

るで菩薩のようなオーラを放つようにさえ感じられます。

◆一番嬉しい言葉は「先生と出会えて良かった！」

本当に希なことですが、話の流れの中で問題点を指摘す
ると、逆上したように抵抗し自分の失敗を頑なに認めよう
としない人もいます。
ここに至ってまで、「他人のセイにするのか…」と思う

こともありますが、何度か打ち合わせをしているうちに、
全体の中に占めるその問題は些細なことであることも少し
ずつ理解していただけるようになってくるのです。

窮地から這い上がろうと必死になっている経営者と出会
うと、「健常者でありながら…健常者ではない」と思える
ような独特な空気を背負ってくることを感じます。
健常者の目には見えなくても、それは…黒くて、臭くて、

歪んでいて、絡み合っていて、尖っていて、重～い、荷物
が詰め込まれた袋なのです。
「どっこらしょ…」と、下ろした袋を私の前に置くと、

眉間のシワがすーっと緩み、破顔というのでしょうか安堵
の顔になってきます。「いい顔だなぁ～」と感じる瞬間で
す。そんな顔を見ながら…袋の中身を少しずつテーブルに
広げて作業の手順を話し合うのですが、不思議
なことに、決して大変だなぁ～と思うことはあ
りません。
帰り際に、「先生と出会えて良かった～」と

言って下さる言葉が、私のエネルギーとなって
いくからなのです。
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●事業の拡大よりも事業の継続が大切

はじめて相談にいらした経営者に、社長になっ
た動機をお尋ねしてみます。
サラリーマン社会で培った多くの経験を生かし

て自分なりの事業計画を実現したいと会社を興し
て社長になった人、高齢になった親の会社を引き
継いで社長になった人、一人娘の妻の父親が経営
していた会社に勤めてそのまま社長になった人、
親の言うがままに社長に就任した人など、その方
が社長に就任したときの「事情」や「夢と希望」
などを聞かせていただくと、就任から今日までの
顛末が鮮明に見えてくるのです。
事業を立ち上げたり、事業を引き継いだり…と

社長としての仕事が始まるわけですが、後継者と
して先代社長からみっちり教育を受けていた社長
は例外として、ほとんどの社長が「財務諸表」の
中身を読みとり「Ｂ／Ｓ」から経営体力などは推
し量るなどしていない場合が多いようです。

中には経営の基本を修得していないまま事業が
順調に推移してしまい、会社経営なんてこんなも
のかとばかり“イケイケドンドン”と拡大を邁進
し、「少しおかしいぞ…？」と気が付いた時には
…利益が出ていなかったり、資金繰りが追いつか
なかったり、社員が育っていなくて社長や幹部だ
けが忙しく走り回っているような結果になってい
たり、勢いよく売上規模が拡大したものの、企業
としての体をなしていないような会社はアッとい
う間に倒産してしまうことも珍しくありません。

まさに、『進むこと急なれば、退くこと速やかなり』
の状況です。
勢いにのり事業を拡大することよりも、いかにして事業

を継続して行けるかということの方が大切であるというこ
とを知っていなければなりません。
それには、オーナー会社であっても会社は社長のモノで

はなく、社員とその家族、関係取引先、お客様などに受け
入れてもらえるように経営してこそ、永く継続させていく
ことができるものです。

●事業が安定している時こそ…万一のことを心かげること

経営状態が盤石な会社は、会社内はいつもきちんと片付
き整頓され、トイレは綺麗に掃除され、床も輝くように磨
かれ、どの社員も活き活きと輝くように働き、来客にも、
取引先に訪問したときにも、礼儀作法がしっかり身につい
ているし、ひとりひとりが自己研鑽に励み業務の情報を全
員で共有しているのです。

『安くして危うきを忘れず、存して亡を忘
れず、治して乱を忘れず、以て身を安くして国家
保つ』という言葉が“易経”にありました。

安定した経営ができているときには、不測の
事態などの危機が起きることを忘れないように
心がけ、いまそこに有るものがいつまでもある
と思わず亡くなったときに備え、社員が何事も
なく満足して働いていると思わず、社内の人間
関係が乱れることもあることを、きちんと掌握
しておけば、会社に万一のことがあっても簡単
に倒産するようなことにはならないのだと云っ
ているのです。

安定経営をめざす経営者は、休憩時間に社員
同士が話す何気ない会話、商品倉庫の荷動きの
状態、取引先と電話で話している社員の表情な
ど、社内に漂っている空気から目では見えづら
い何かの兆しを…観て、感じて、読み取ってい
く能力を身につけていて、そうして読み取った
ものに対して…直ちに手を打っておく用心深さ
と実行力を持っているのではないでしょうか。

トラブルが、トラブルとして顕在化してから
対応するのと、トラブルになりそうなことを事
前に見つけて対処しておくのとでは、数倍、数
十倍、数百倍の時間と労力を必要とするので、
大きな損過失でもあり、時には信用失墜という
大きな事故に結びつけられることにもなりかね
ません。

●あたり前のことを、当たり前にできる会社

近年、「コンプライアンス」を軽視したばっかりに、
倒産の危機に至った会社が目立つようになりました。
それらの会社の社長が「会社が儲けるのが何故悪い！」

と消費者に居直っているようでは、自分の会社が、なぜ
倒産したのかと「倒産理由」さえ分からないままでは、
再起のチャンスさえ失ってしまってしまうのです。

たびたび耳にする“コンプライアンス経営”とは…
「当たり前のことを当たり前にやり続けること」だと云
われていますが、社内の「社員教育」や「当たり前にや
り続けること」に対する社長の情熱が、そこで働く社員
一人一人の心に、思い通りに響き伝わると云うことに尽
きるのではないでしょうか。

「当たり前のこと」とは、正義に則ってする行為のこ
とですから、“粉飾決算“や“違法行為”といった不正
な行為で社会を欺いて経営しているよう会社からは、安
定と継続という期待は引き出せません。

何かを感じたら…“社内体制”や“実態Ｂ／Ｓ”を改
めて見直し、社会から受け入れられる会社かどうか自己
採点してみてはいかがでしょうか。
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（英：Ｈｏｌｏｎｉｃ）全体（ホロス）と個（オン）の合成語。
すなわち組織と個人が有機的に結びつき全体も個人も生かすような形態を言う。

生物は個々の組織が自主的に活動すると同時に独自の機能を発揮する一方でそう
した個が調和して全体を構成する （小学館「カタカナ語の事典」より）
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ヘッジファンドのひとつソロス・ファンド・マネージ
メントの会長、ジョージ・ソロス氏が今年出版した書籍
『The New Paradigm for Financial Markets: The Credit
Crisis of 2008 and What It Means』に書かれてある内容
を二つのポイントをご紹介したいと思います。

◆景況パターンと金融対策…

◆一つ目は、好況不況モデルです。
ソロス氏がヘッジファンドの会長である

ことから、株式を中心にして、景気がよく
なったり悪くなったりするサイクルが８段
階に分けられ、説明されています。
(図参照)

①トレンドがまだ認識されていない状態。加速期の前。
②トレンドが認知され、期待されることによってさらに

勢いを増す。均衡状態からかけ離れた領域に踏み込む
時期。

③難しい時期であり、調整が入る可能性があるため、価
格面では後退が見られる。それを超えて、期待が高ま
り、トレンドが強固になると、さらに強力な勢いを得
て、均衡状態から外れた状態になる。平常時には当て
はまる傾向からも外れ、堅牢な状態が築かれる。

④即断を要する緊張の時期に突入する。
⑤過大な期待に耐え切れなくなり、現実的な状態に向かっ
て、衰退期に入る。

⑥人々は、依然ゲームをプレイし続けようとするが、も
はやゲームの続行を信じてはいない。

⑦最終的に、株式価格が収益を下回る時期を過ぎると、
トレンドは下降をたどり、もはや期待を抱かれること
もなく、最悪な状態に向かって勢いづく。

⑧一般的に暴落と呼ばれる時期。

◆二つ目は、米国におけるサブプライム問題に端を発し
た今回の金融不安は、１９２９年のニューヨーク株式市
場大暴落に端を発した世界恐慌以来の大規模な経済危機
だという意見です。

つまり、上記の好況不況モデルに当てはまらないスー
パーバブルだと言うのです。

今回の金融危機が今までのバブルと違う点について次
のように説明されています。

中央銀行は、今まで同様、景気の後退を緩和する役割
を担うと思われるが、その対処は緩やかになる。

理由のひとつは、銀行がサブプライム危機を局所的な
現象だと本当に信じてきた可能性があることである。

もうひとつの理由は、モラルハザードの懸念があるた
めである。

どちらにせよ、銀行が後手に回っていることに変わり
はない。

◆金融刺激策に対する足かせは…

しかし、サブプライム問題が経済に深刻な影響を与え
ると明らかになれば、当局は従来通り、金融面での景気
刺激策を実施するであろう。しかし、その足かせとなる
要素が３点ある。
◆最初の足かせは、最近の金融革命が狂乱状態にあるこ
とである。新しく導入された金融製品の中には、不安定
で今や破綻しかけているものもある。
◆次の足かせは、米国以外の国々が米ドル保有に対して
積極的でなくなった点である。これにより、経済当局に
よる景気循環政策に制限が加えられることになる。米ド
ル離れを加速させ、悪性インフレの危険性を高めること
になりかねないからである。米国は、自らの立場が周辺
他国と似たようなものであることに気づいている。要す
るに、独走状態の優位性はすでに失われているのである。
◆最後の足かせは、銀行の自己資本が大幅に損なわれ、
債務残高リスクに対し前向きに取り組めなくなっている
点である。債務を減らすことが最重要事項になってしま
い、その結果、連邦政府によって実施される景気対策を
顧客に行き渡らせることに対し後ろ向きになってしまう
のである。

これらの３つの足かせにより、経済後退は実質的に不
可避となり、景気対策を成功させるために必要な措置に
終止符をうつことになるのである。

◆米国の不景気は「隣家の火事」…

ソロス氏は、米国が以前と違う立場にある理由をほか
にも何点か指摘しています。

たとえば、中国など現在インフレ傾向にある国々から
の輸入に依存しているため、それらの価格上昇が景気回
復に悪影響を与えること、原油価格上昇なども米国のコ
ントロール外であることなどです。

日本国政府の資金や金融機関からの運用資金として、
膨大な資金が米国の金融マーケットに流出していること
を鑑みると、さまに米国と似た立場にあると云っても過
言ではないと思います。

今後の米国の景気動向は「対岸の火事」どころではな
く、むしろ「隣家の火事」だという捉え方をもって受け
止め、身の回りの“金融資産”“金融商品”の取扱いも
自己責任のもとに保全できるようにしておくことが必要
なのかも知れません。

そう言えば…、２００３年４月１日に施行されました
『ペイオフ』解禁から５年しか経っていないのに、その
詳細は庶民の記憶の中のはるか遠くに行ってしまった感
がないでもありません。

自分だけは大丈夫…、日本だけは大丈夫…、うちの会
社だけは大丈夫…、などと楽観的な思考回路はそろそろ
切り替え時ではないでしょうか。

今では、東証一部上場の不動産会社への金融機関の
「融資ストップ」や「貸し剥がし」が厳然と実行されて
いるぐらいですから、中小企業経営者には、更に厳しい
金融状況になることは必死だと思います。

また、昨今の『金融商品』の実態は、多種の金融商品
の組み合わせによるものが多く、まさかと思うような金
融商品にまでサブプライム問題の影が見え隠れしている
ことがあります。
私はそれらを『金融ウイルス』と呼んでいます。
『金融ウイルス』として捉えてみると、“ウイルス”

ですから、不況になって経済体力が下降してそれをカバー
する免疫力がなくなって、ますます問題が顕在化してく
るように思えてなりません。

庶民は庶民なりに、中小企業は中小企業なりに等身大
の資産運用や経済活動が生き残りへの道かも知れません。

World Now
＝１９２９年の世界恐慌以来の経済危機か？＝

●あなたの関心領域は広い?狭い?

高い山ほど裾野は広い。富士山もエベレス
トも、ユングフラウも例外なくそうだ。

富士山も７合目まで上ると、雲は眼下を流
れ、あごを少し引けば相模湾も見下ろせる。
視界はパノラマ的に広がり、下界では見られ
ない風景を、切り取って網膜に写し取ること
もできる。

裾野といえば人間の関心領域と重なる。視
野の広い人ほど、関心領域が広いからだ。

人間の食料を燃料にすることに違和感を感
じる(経済)。かと思うと、建機のハイブリツ
ド化という記事にも目線を這わせる(産業)。
内閣支持率の動きにも関心を抱く(政治〉。
フランスが提唱した、地中海連合にも関心

を抱く(国際)。一方、漁船沈没と三角波にも
心を動かす(社会〉。映画に感動し涙で膝を濡
らすこともある(芸能)。

ウィンブルドンの選手たちの技能とパワー
に、声援も送る(スポーツ。

たとえば、私たちの"頭脳の裾野の一部を紹
介したが、この程度まで関心領域が広がれば、
まあ“裾野の広い人”ということができるの
ではなかろうか。

ところで、作家の浅田次郎(本名・岩戸康次
郎〉さんの裾野の広さには、びっくり仰天だ。
時代劇の「壬生義士伝」で、下級武士の哀切を描く

かと思えば、極貧の生活から立ち上がる李春雲の生涯
をダイナミックに描く、中国の歴史ドラマ[蒼弩の昴」
にも驚く。
「鉄道員（ぽっぽや）」については、高倉健主演の

映画化で知る人も多いと思う。
現代サラリーマンの、現世と来世を描いた「椿山課

長の７日間」も、話題を呼んだ。
この浅田さん、陸上自衛官の経験が２年間ある。筆

者は５年間ある。
「自衛隊員の頃も、一晩たりとも書かない日はなか

つた」という浅田さん。ひきかえ筆者は「毎晩何して
たっけ？」と、無為の５年間を送ったような気がして
切ない。

裾野が狭いと、発想する世界も狭い。
人間は知っている範囲でしか、物事が見
えないからだ。

●なお行く末の峰は高かりし

松下電器で、山下俊彦社長が会社を率いてい
た頃、定年退職者との懇談会が催された。
一人の社員が山下社長に礼を述べたそうだ。
一つの仕事を、４０年間も続けることがで

きとても幸せでした」と。この礼に対しての
ちに山下さんは、何かの本に書いておられた。

「彼は幸せだったと言ったが、ぼくにはそ
うは思えなかった。４０年間も一つの仕事に
釘付けにして申し訳なかったと思いました。
もっと、いろんな仕事を経験していれば、彼
の退職後の生き方も、もっと違ったもの(い
いもの）になっていたのではなかろうか…」

私事だが、多くの定年退職者と定年後の生
き方を見てきた。

そこで気付いたことは、ほぼ限られた分野
の仕事だけを、長く続けた人の多くは、視野
が狭いということだ。富士山の１合目か２合
目までの視野だ。これでは世間がよく見えな
い。

筆者はよく、「優秀な人より、遊秀な人」
がいいとか、「有能な人より、遊能な人」と
言うけれど、「遊」の深意は、より広く見聞
するという意味がある。
学校の先生、特に科目担当の先生の中には、

「世間の見えない人だなあ!」と思われる人が
少なくないが、これは、担当科目の範囲内に、人間と
しての視界が収敏(しゅうれん)されるからではないだ
うか。「遊」の世界を持たずに、年を重ねた人の哀し
さであろう。

もちろん経営者の中にも、科目担当の先生に似た人
がいる。どうしても、現状を打開する発想が湧かない
人や、新しい競争優位点を考え出せない人がそうであ
る。

「越えなんと思いし峰に来てみれば、なお行く末は
山路なりけり」

この句は、リコーの社長半ばにして、まるで殉職の
ような最期を迎えた、情熱と正義を満身にみなぎらせ

た館林三喜男さんの句である。
経営者が目指す山頂に、限りはないという

直訳だが、解釈を膨らませると、経営者の自
律と自己啓発の大切さを訴えたものではある
まいか。

仏
教
医
学
と
の
関
わ
り
方
を
教
え
て
下
さ
っ
た
、

「
潜
在
意
識
」
研
究
家
の
梅
谷
忠
洋
先
生
、
す
ば

ら
し
い
言
葉
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
が
経
営
し
て
い
た
会
社
の
破
産
整
理
が
終
わ

り
、
二
年
後
に
会
社
を
設
立
し
、
そ
の
後
Ｆ
Ｐ
の

資
格
を
と
っ
た
の
が
一
九
九
〇
年
九
月
で
し
た
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
と
前
職
を
含
め
、
二
〇
年

間
は
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
業
界
で
し
た
の
で
、

一
年
一
昔
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
日
進
月
歩
の
中
に
あ
っ

て
、
ひ
た
す
ら
前
進
あ
る
の
み
と
い
う
激
し
い
競

争
社
会
で
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
い
ま
冷
静
に
思

い
起
こ
し
て
み
る
と
、
業
界
以
外
の
こ
と
を
知
ら

な
い
“
業
界
バ
カ
”
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。

破
産
会
社
の
整
理
が
ひ
と
段
落
し
、

新
た
に
会
社
を
設
立
し
た
も
の
の
頭
の

中
は
真
っ
白
の
状
態
で
し
た
。

Ｆ
Ｐ
の
講
座
で
知
り
合
っ
た
方
の
縁

で
「
潜
在
意
識
」
の
研
究
を
し
て
い
る

梅
谷
忠
洋
先
生
の
講
座
を
受
講
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

今
で
も
頭
の
中

に
し
っ
か
り
残
っ
て
い
る
の
が
…

◇
あ
な
た
（
社
長
）
が
変
わ
れ
ば
み
ん

な
（
会
社
）
が
変
わ
る
。

◇
病
人
は
病
気
に
な
る
べ
く
し
て
病
気

に
な
っ
て
い
る
。

◇
病
気
に
な
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
よ
う
。

◇
「
心
身
一
如
」
心
と
身
体
は
ひ
と
つ
。

ま
だ
ま
だ
書
き
き
れ
ま
せ
ん
が
、
講

座
を
受
け
る
た
び
に
何
か
に
目
覚
め
て

い
く
自
分
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

生
活
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
に
追
わ
れ

る
中
で
、
自
分
な
り
の
生
き
方
を
変
え

る
戦
慄
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

不
思
議
な
も
の
で
、
私
が
受
講
し
て
い
た
時
期

に
弟
が
病
に
倒
れ
「
余
命
一
ヶ
月
か
…
」
と
云
わ

れ
家
族
は
大
混
乱
で
し
た
。
完
治
し
な
い
ま
ま
退

院
す
る
こ
と
に
な
っ
た
弟
に
会
っ
て
い
た
だ
き
、

後
に
私
が
修
得
し
た
「
ビ
ワ
温
圧
療
法
師
」
の
先

生
に
お
引
き
合
わ
せ
を
う
け
、
潜
在
意
識
の
素
晴

ら
し
い
世
界
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
の
「
リ
ス
ク
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」
の
仕
事
で

危
機
的
な
相
談
者
へ
の
「
再
起
・
支
援
」
で
も
、

勇
気
を
与
え
る
「
大
き
な
力
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
ら
の
破
産
体
験
と
、
梅
谷
先
生
か
ら
教
え
て

い
た
だ
い
た
珠
玉
の
言
葉
を
、
正
し
く
伝
え
て
い

く
使
命
を
担
っ
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

（
追
記
・
弟
は
完
治
し
元
気
に
働
い
て
い
ま
す
）

ありがとうの思い出－０７
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